
東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ森タワー14階

<お問い合わせ先>
お問い合わせダイヤル：（03）6447－3100

（受付時間：毎営業日の午前９時から午後５時）
ホームページ　https ://www. invesco. com/jp/ja/

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

第59期末（2026年3月16日）
基 準 価 額 15,444円
純 資 産 総 額 841百万円

第59期
騰 落 率 13.2％
分配金（税込み）合計 0円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなし
て計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示して
おります。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者の皆さまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、「インベスコ ジャパン・グロース・ファンド」

は、このたび、第59期の決算を行いました。
当ファンドはわが国の金融商品取引所上場株式（こ

れに準ずるものを含みます。）を実質的な主要投資対
象とし、投資信託財産の長期的な成長を図ることを目
的として、積極的な運用を行いました。

ここに、当作成対象期間の運用経過等についてご報
告申し上げます。

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上
げます。

交付運用報告書
第59期

（決算日 2026年３月16日）
作成対象期間（2025年９月17日～2026年３月16日）

インベスコ  
ジャパン・グロース・ファンド
追加型投信／国内／株式

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）
に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を
定めております。運用報告書（全体版）は、インベスコ・
アセット・マネジメント株式会社のホームページにて閲
覧・ダウンロードいただけます。

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求によ
り交付されます。交付をご請求される方は、販売会社ま
でお問い合わせください。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記＜お問い合わせ先＞のホームページにアクセスし、

「ファンド一覧」等から運用報告書（全体版）を閲覧および
ダウンロードすることができます。
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運用経過
期中の基準価額等の推移 � （2025年９月17日～2026年３月16日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）（左軸）

（円） （百万円）
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期 首：13,639円
期 末：15,444円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 13.2％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額およびＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）は、期首（2025年９月16日）の値が基準価額と同一となるよう
に指数化しております。

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）は、参考指数です。参考指数の詳細は12ページをご参照ください。

○基準価額の主な変動要因

［上昇要因］
・�わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるものを含みます。）を実質的な主要投資対象としてい

るため、日本企業の堅調な業績動向や自社株買いなど企業の資本効率改善に向けた動きに加え、米国
と各国との関税交渉の進展、高市政権への政策期待や衆議院選挙での自民党の大勝等を背景として国
内株式市場が上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。

・�幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを用いてボトムアップで利益
成長企業を選別し、ポートフォリオを構築した結果、メイコー、古河電気工業、日東紡績等の保有銘
柄の株価上昇が、基準価額の上昇要因となりました。
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［下落要因］
・�パルグループホールディングス、武蔵精密工業、デジタルアーツなどの保有銘柄の株価が下落したこ

とが、基準価額の下落要因となりました。

５千口当たりの費用明細 � （2025年９月17日～2026年３月16日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％
（a） 信 託 報 酬 105 0.736 （a）�信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 47） （0.333） ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等
の作成、基準価額の算出等の対価

（ 販 売 会 社 ） （ 50） （0.355） 購入後の情報提供、運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファ
ンドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （  7） （0.049） ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 18 0.127 （b）�売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権
口数

   ※�売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支
払う手数料（ 株 　 式 ） （ 18） （0.127）

（c） そ の 他 費 用 8 0.054 （c）�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （  2） （0.012） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 ） （  6） （0.042） 印刷費用は、目論見書や運用報告書等の法定書類の作成・印刷に要
する費用等

合 計 131 0.917
期中の平均基準価額は、14,238円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各比率は５千口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数点

以下第４位を四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.60％です。

総経費率
1.60％

当ファンド
1.60％
当ファンド
1.60％

運用管理費用
（投信会社）
0.67％

運用管理費用
（投信会社）
0.67％

運用管理費用
（販売会社）
0.72％

運用管理費用
（販売会社）
0.72％

運用管理費用
（受託会社）
0.10％

その他費用
0.11％

（注）当ファンドの費用は５千口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2021年３月15日～2026年３月16日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額およびＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）は、2021年３月15日の値が基準価額と同一となるように指数化
しております。

2021年3月15日 2022年3月15日 2023年3月15日 2024年3月15日 2025年3月17日 2026年3月16日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10,764 8,491 8,842 10,582 10,778 15,444
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 21.1 4.1 19.7 1.9 43.3
ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）

（税引前配当込み）騰落率 （％） － △ 7.2 7.3 37.8 5.3 34.6

純資産総額� （百万円） 838 608 611 655 625 841
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）は、参考指数です。参考指数の詳細は12ページをご参照ください。
（注）参考指数は投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しているものです。
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投資環境 � （2025年９月17日～2026年３月16日）

ＴＯＰＩＸ（東証株価指数） ＋14.0％ 日経平均株価 ＋19.7％
東証グロース市場250指数 △0.3％

※株価指数の騰落率は当期末時点（対前期末比）の数値です。

当期の日本株式市場は大きく上昇し、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）、日経平均株価がともに過去最高値
の更新が継続する展開となりましたが、期末に向けては中東情勢の悪化を受けて下落しました。

期初は、高市早苗氏の自民党総裁選勝利および首相就任を受けて、財政拡張的な政策への期待の高ま
り等から日本株式市場は過去最高値の更新が継続する形で上値を追う展開となりました。その後は、こ
れまでの大幅上昇を受けて利益確定売りに押される局面もありましたものの、堅調な企業業績が継続し
たことに加えて、高市新政権が昨年を上回る経済対策を打ち出し、日銀も11か月ぶりとなる利上げを行っ
たことから、長期金利の上昇を背景に金融関連銘柄が上昇し、株式市場は底堅い動きとなりました。
2026年の年明け後、高市首相が衆院解散の意向と報じられると、与党大勝期待が株式市場の支援材料と
なり、実際に衆院選で与党が大勝すると、高市政権の政策期待から株・債券・円がそろって上昇しました。
買い一巡後は、生成ＡＩによる代替懸念等からサービス業、情報・通信業が軟調となる局面もありまし
たが、国内企業の好決算などが日本株式市場を下支えしました。そのような中、米国とイスラエルがイ
ランへの軍事攻撃に踏み切ると、中東情勢が一気に緊迫化し、エネルギー価格が急騰するとともに世界
的に株式市場は波乱含みの展開となり、日本株式市場も下落し期末を迎えました。

当ファンドのポートフォリオ � （2025年９月17日～2026年３月16日）
主としてインベスコ ジャパン・グロース マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）に投

資を行い、マザーファンドを通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるものを含みます。）
に投資を行いました。

マザーファンドでは、幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを用い
てボトムアップで利益成長企業を選別し、徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、利益成長が日本
経済全体の成長速度を上回ると見込まれる銘柄に分散投資しました。引き続き、企業や産業の構造的な
変化に注目して銘柄の入れ替えを実施しました。その中で、株価が上昇して割安感が後退したと判断し
た銘柄などを売却して利益を確定した一方で、株価に出遅れ感があると見込んだ銘柄や、ビジネスモデ
ルの転換などが株価に十分反映されていないと判断した銘柄などを新規に組み入れました。以上のよう
な売買を行いながら、期を通じてフルインベストを基本に運用を継続しました。

5

インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

交付_90018_311612_20260316_三校_インベスコ ジャパン・グロース・ファンド_1099677.indd   5交付_90018_311612_20260316_三校_インベスコ ジャパン・グロース・ファンド_1099677.indd   5 2026/04/20   9:26:292026/04/20   9:26:29



当ファンドのベンチマークとの差異 � （2025年９月17日～2026年３月16日）
当期の基準価額騰落率は＋13.2％となり、

参考指数であるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）
（税引前配当込み）の騰落率＋15.2％を下回
る結果となりました。

［プラス要因］
・�個別銘柄では、メイコー、古河電気工業、

日東紡績などを参考指数と比較して高めの
組み入れとしていたことなどがプラスに寄
与しました。

・�業種別では、「電気機器」「ガラス・土石製品」
の銘柄選択効果、「非鉄金属」を参考指数
と比較して高めの組み入れとしていたこと
などがプラスに寄与しました。

［マイナス要因］
・�個別銘柄では、パルグループホールディングス、武蔵精密工業、デジタルアーツなどを参考指数と比

較して高めの組み入れとしていたことなどがマイナスに影響しました。
・�業種別では、「サービス業」を参考指数と比較して高めの組み入れとしていたこと、「情報・通信業」「不

動産業」の銘柄選択等がマイナスに影響しました。

分配金 � （2025年９月17日～2026年３月16日）
収益分配金につきましては、基準価額水準および市場動向などを勘案し、当期は見送りとさせていた

だきました。収益分配金に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保して元本部分と同一の運
用を行います。
○分配原資の内訳
	 （単位：円、５千口当たり、税込み）

項 目
第59期

2025年９月17日
～2026年３月16日

当期分配金 －
（対基準価額比率） －％
当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 10,444
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

基準価額と参考指数の対比（期別騰落率）

ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）基準価額

（％）

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

第59期
2026/3/16

（注）基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。
（注）�ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）は、参考指数です。

参考指数の詳細は12ページをご参照ください。
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今後の運用方針
主としてマザーファンドへの投資を通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるものを

含みます。）に投資を行います。

マザーファンドでは、幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを用い
てボトムアップで利益成長企業を選別し、徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、利益成長が日本
経済全体の成長速度を上回ることが見込まれる銘柄に分散投資します。

今後の日本株式市場につきましては、短期的にはこれまでの急騰を受けた高値警戒感や中東情勢悪化
の長期化が意識される可能性はあるものの、国内経済の正常化やそれを踏まえた日本企業の本格的な変
化等を手掛かりに、米国トランプ政権による「米国第一主義」政策や高市政権の政策動向をはじめとし
た政治情勢、米国等の内外の景気、物価や金融政策に加え、地政学リスクや、あるいは金利、海外株式、
為替動向等を睨みながらも、引き続き中長期的には上値をうかがう展開に移行していくことを想定して
おります。

国内景気においては、高市新政権の経済政策による下支えが期待されることに加えて、春闘で３年連
続の大幅な賃金上昇が見込まれています。加えて豊富な手元流動性や深刻化する人手不足や収益力強化
への対応を見据え、依然として投資意欲は旺盛であることから、設備投資も引き続き力強い動きを見せ
るものと予想しています。こうした中、企業業績は牽引業種が外需から内需にシフトする形で、堅調に
推移することが期待できるほか、東証による「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」
要請やグロース市場の機能発揮に向けた対応の浸透により、今後は中小型株も含めて、収益性向上策や
株主還元策の強化を発表する企業の波及も株式市場の下支え材料となることでしょう。貯蓄から投資へ
の流れの中で、個人による金融資産見直しや株式投資への動きもでてきており、引き続き中期的な観点
から日本株に対する強気な見方を堅持しております。

以上の見通しの下、今後の運用では現在のポートフォリオ戦略を維持する基本方針に変更はありませ
んが、業績動向と株価バリュエーションを精査しながら、引き続き保有銘柄の入れ替えなどを行う方針
です。
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お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、投資信託財産の長期的な成長を
図ることを目的として、積極的な運用を行うことを基本とします。

主 要 投 資 対 象

インベスコ ジャパン・ 
グロース・ファンド インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。

インベスコ ジャパン・ 
グロース マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるものを含みます。）を主要な投資対象
とします。

運 用 方 法

・�主として、マザーファンド受益証券への投資を通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるもの
を含みます。）に投資を行います。

・�徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、利益成長が日本経済全体の成長速度を上回ることが見込まれる銘
柄に分散投資します。

・�幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを用いてボトムアップで利益成長企業
を選別し、ポートフォリオを構築します。

分 配 方 針
原則として年２回の毎決算時（３、９月の各15日、該当日が休業日の場合は翌営業日）に、委託会社が基準価
額の水準等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合は、分配を行わないことがあり
ます。
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0
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60.0

80.0

100.0

ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年３月末～2026年２月末）

（単位：％）
ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

平均値 8.9 17.5 23.9 15.5 －2.5 5.3 9.5
最大値 70.4 50.5 59.8 62.7 0.6 15.3 24.5
最小値 －20.6 －7.1 －5.8 －9.7 －6.9 －6.1 －2.7

（注）すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年３月から2026年２月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の平均値・最大値・最小値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：TOPIX（東証株価指数）（配当込み）
先進国株：MSCIコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA － BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI － EMグローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P12の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2026年３月16日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第59期末

％
インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド 100.8

組入銘柄数 1銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
○資産別配分

親投資信託受益証券
100.8％

親投資信託受益証券
100.8％

○国別配分

日本
100.8％
日本
100.8％

○通貨別配分

円
100.8％
円

100.8％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては、発行体の国籍（所在国）などを表示しております。

純資産等

項 目
第59期末

2026年3月16日
純資産総額 841,856,405円
受益権総口数 272,549,435口
5千口当たり基準価額 15,444円
＊期中における追加設定元本額は98,184円、同解約元本額は7,846,643円です。
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組入上位ファンドの概要

インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド

（円）
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（2025年３月18日～2026年３月16日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2025年３月18日～2026年３月16日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 93 0.236
（ 株 　 式 ） （93） （0.236）

合 計 93 0.236
期中の平均基準価額は、39,440円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照く
ださい。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）

を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数点以下第４位を四捨五入してあります。

【組入上位10銘柄】
（2026年３月16日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

１ メイコー 電気機器 円 日本 4.9
2 東京応化工業 化学 円 日本 3.6
３ 沖電気工業 電気機器 円 日本 3.5
４ ＭＡＲＵＷＡ ガラス・土石製品 円 日本 3.4
5 ローム 電気機器 円 日本 3.2
6 日清紡ホールディングス 電気機器 円 日本 3.0
7 ニチアス ガラス・土石製品 円 日本 2.8
8 ＳＷＣＣ 非鉄金属 円 日本 2.5
9 日本碍子 ガラス・土石製品 円 日本 2.5
10 古河電気工業 非鉄金属 円 日本 2.4

組入銘柄数 63銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては、発行体の国籍（所在国）などを表示しております。

【資産別配分】

国内株式
98.1％
国内株式
98.1％

その他
1.9％

【国別配分】

日本
98.1％
日本
98.1％

その他
1.9％

【通貨別配分】

円
98.1％
円

98.1％

その他
1.9％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては、発行体の国籍（所在国）などを表示しております。
（注）その他には現金等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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＜当ファンドの参考指数について＞
当ファンドはベンチマークを定めていないため、参考指数としてＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（税引前配当込み）
を掲載しています。
TOPIX（東証株価指数）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ
ト・ベンチマークです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は
株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞
○TOPIX（東証株価指数）（配当込み）
TOPIX（東証株価指数）（配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性
を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権
その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

○MSCIコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成されてい
ます。また、MSCIコクサイ・インデックスに対する著作権及びその他の知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰
属します。

○MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIエマージング・マーケット・インデックスは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、世界の新興国で構成さ
れています。また、MSCIエマージング・マーケット・インデックスに対する著作権及びその他の知的財産権
はすべてMSCI Inc.に帰属します。なお、円ベース指数については、委託会社がMSCIエマージング・マーケッ
ト・インデックス（配当込み、米ドルベース）に、当日の米ドル為替レート（WM／ロイター値）を乗じて算
出しています。

○NOMURA － BPI国債
NOMURA － BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が発表している日
本の国債市場の動向を的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、NOMURA － BPI国債に関する
著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株
式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除
く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデッ
クスに関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガンGBI － EMグローバル・ダイバーシファイド（円ベース）
JPモルガンGBI － EMグローバル・ダイバーシファイドは、 現地通貨建てのエマージング債市場の代表的なイ
ンデックスです。円ベース指数については、委託会社がJPモルガンGBI － EMグローバル・ダイバーシファ
イド（米ドルベース）に、当日の米ドル為替レート（WM／ロイター値）を乗じて算出しています。
指数に関する一切の知的財産権とその他一切の権利はJPMorgan Chase & Co.及び関係会社（「JPモルガン」）
に帰属しております。JPモルガンは、指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。
JPモルガンは、指数の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドを推奨するもので
もなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。

インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド

（円）

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

2025/4 2025/6 2025/8 2025/10 2025/12 2026/2

（2025年３月18日～2026年３月16日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2025年３月18日～2026年３月16日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 93 0.236
（ 株 　 式 ） （93） （0.236）

合 計 93 0.236
期中の平均基準価額は、39,440円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照く
ださい。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）

を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数点以下第４位を四捨五入してあります。

【組入上位10銘柄】
（2026年３月16日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

１ メイコー 電気機器 円 日本 4.9
2 東京応化工業 化学 円 日本 3.6
３ 沖電気工業 電気機器 円 日本 3.5
４ ＭＡＲＵＷＡ ガラス・土石製品 円 日本 3.4
5 ローム 電気機器 円 日本 3.2
6 日清紡ホールディングス 電気機器 円 日本 3.0
7 ニチアス ガラス・土石製品 円 日本 2.8
8 ＳＷＣＣ 非鉄金属 円 日本 2.5
9 日本碍子 ガラス・土石製品 円 日本 2.5
10 古河電気工業 非鉄金属 円 日本 2.4

組入銘柄数 63銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては、発行体の国籍（所在国）などを表示しております。

【資産別配分】

国内株式
98.1％
国内株式
98.1％

その他
1.9％

【国別配分】

日本
98.1％
日本
98.1％

その他
1.9％

【通貨別配分】

円
98.1％
円

98.1％

その他
1.9％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては、発行体の国籍（所在国）などを表示しております。
（注）その他には現金等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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